




中的に発見される地域（strewn field と呼ばれる）としては、北アメリカstrewn field、
中央ヨーロッパstrewn field、アフリカ象牙海岸strewn field、オーストラリア-アジア（以
下オーストラジア）strewn field の4 つが知られている。このうち、オーストラジアstrewn 
field は広大で、全地球表面積の約1/10 にあたるが、そのクレータの場所は4 つのstrewn 




































































トラリア頁岩（PAAS）の値と類似していて、このPAAS がオーストラジアンstrewn field テ
クタイトの源物質と考えられた。 
(2) 研究方法の項で述べたように、テクタイト中のPGE の含有量は非常に低く、その定量
値を求める為には5～10 g の試料を用いる必要があった。INAA で用いる試料量は通常、50











































れる4 つのstrewn field 由来のテクタイトの元素組成をINAA によって求め、文献値と比
較しながら相互の化学的特徴を明らかにした。こうした取り組みはこれまでになく、4 つ
のstrewn field ごとの違いが明確になった。２つ目は低濃度のPGE の含有量を精度、確度
ともに高く定量するICP-MS 法による分析操作を多角的に検討し、信頼性の高い分析法を確
立した。その結果、世界共通に用いられる岩石標準物質の元素組成認証値の質の向上に寄
与する分析値を多数取得した。3 つめは、2 で述べたPGE 分析法を用いてダラット・テク
タイト中のPGE を精密に定量し、その起源を詳細に検討した。これら成果の一部は国際論
文誌に掲載され，また，残りの部分を投稿準備中である。また、これらの成果は，2014 年
3 月に米国で開催された「月惑星科学会議」で発表され，少なからぬ研究者に注目され，
高い評価を得ることができた。 
以上の理由により，本研究は博士（理学）の学位に十分値するものと判定した。 
 
４ 最終試験の結果 
本学の学位規定に従って最終試験を行った。公開の席上で論文内容の発表を行い、分子
物質化学専攻教員による質疑応答をもって論文および関連分野についての最終試験とし、
合格と判定した。 
